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あらまし：医学教育分野においては，英語論文の読解や執筆には分野依存の表現に深い理解が必要である．

これに対し，我々は医学系対訳コーパスを活用した英語学習支援WebアプリケーションMEESUS（Medical 

English Education SUpport System）の開発を進めている．本発表では，英文読み上げ機能の追加による学

習者のリスニングスキル向上，学習者が作成した英文に対して類似文を提示するライティングスキル支援

を目指す．パイロット実験で得られた好意的な評価についても触れる． 

キーワード：医学英語，対訳コーパス，Web アプリケーション，英文読解・作文支援 

 

 

1. はじめに 

医学教育の分野では, 臨床カンファレンスなどで

医学の最新情報を得る, 医療の最新情報を得るため

に英語論文を読むなど, 英語を効果的に活用する能

力が特に重要である.また, 医師・医学専門教員を対

象とした英語能力のニーズ調査から，学生に求める

スキルとして論文読解のニーズが高いことが分かっ

ている（1）.これは ESP（English for Specific Purposes，

特定の目的のための英語）の中でも特に医学分野に

特化した EMP（English for Medical Purposes）の領域

を意味する．これらの背景から本研究室では提供さ

れた医学英語論文（タイトルならびに概要部）の対

訳付コーパスに対し,医学英語学習者を対象に EMP

学習支援を目的とした MEESUS（2）（以下,本システ

ム）を開発した.現段階の本システムは英文読解・英

作文支援を視野に入れているが,幅広い EMP 学習支

援を実現するため,本研究ではさらにリスニング・ラ

イティング支援に向け拡張することを目的とする. 

関連研究には JECPRESE（3）や AWSuM（4）などが

挙げられる. （3）は KWIC（KeyWord In Context）表

示機能を備えており，口頭発表をテキスト化したデ

ータを対象に話者の目的に応じて英語と日本語の文

を検索する. （4）はムーブ（表現意図）を活用した英

文作成支援システムであり,論文のセクション単位

でムーブごと高頻度の語連鎖を提示する.コンコー

ダンサ機能も提供されているが,日本語対訳表示は

サポートされていない. 

 

2. 医学英語学習システム 

2.1 医学英語論文コーパス 

以下の図1に,医学英語論文のタイトルおよび概要

部に対訳が付いたコーパスのデータ構造を示す.な

お,このタイトル・概要部の 1 つを英文書と規定する

（ここには英文書 3,920冊,英文数 49,884が含まれて

おり,各英文は日本語対訳を有する）.英文書はタイト

ル,背景,方法,結果,結論,結論（研究情報）の 6 セクシ

ョン構成である.図 1 では ID=1695 の英文が英文書 2

の 14 番目の文で,結論部で使用されていることが示

されている. 

2.2 医学英語論文コーパス 

本システムの概要を図 2 に示す．検索方法として

単一検索，複合検索，検索窓それぞれに日本語と英

語を組み合わせたクロス検索がある.検索オプショ

ンには文章構成要素のセクション指定，KWIC 表示

用の語数指定，活用表現等の詳細設定機能が備わっ

ている．検索エンジンは Elasticsearch を使用し, ユー

ザ入力から検索クエリを自動生成する．検索結果は

ヒットした英文単位で KWIC 表示される.その後,英

文と対訳文全体を表示する機能,ヒットした英文が
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図 2 システムインタフェース 

図 3 類似文検索結果 

属する英文書全体を表示する機能などを使用できる.

各種機能の操作時には学習者の操作ログを取得し

Learning Analytics に関連付けることを主眼におく. 

3. 評価実験・分析 

国内医科薬科大学の学生 112 名に対して授業に実

験を実施し，使用履歴を分析後,システムの改善点・

拡張機能を検討した．アンケート内「システムを使

用するとアカデミックな文章を読むことの難しさが

減じると感じられますか」の回答結果として概算で

（高評価，低評価，特になし）＝（76%，5%，19%）

の比率が得られた．同様に本システムの使用感に対

する回答の低評価より具体例（抜粋）を表 1 に示す.  

表 1 アンケート回答 低評価内容 

Web 辞書,翻訳のほうが発音も聞けて使いやすい 

自分の希望している形の文章が上の方に表示されない 

Google 翻訳でいいかなと思った 

機能的には機械翻訳のほうが便利 

 

以上より,論文抄録と対訳を用いたリーディング

スキルを支援する部分が評価された一方で，他の辞

書などと比して機能面で劣る可能性も指摘された.

これに対し，従前機能に加えリスニングおよびライ

ティングスキルを効果的に学ぶ機能の実装を行う. 

 

4. 追加機能 

4.1 英文読み上げ機能 

英文読み上げ機能は Web Speech API（5）を活用して

検索結果の英文を読み上げ,リスニングスキル向上

を目指す．しかし一般的な発音付き辞書には掲載さ

れない医学専門用語の発音を保証できない点がある. 

代表的な 3 つの辞書に現れない単語を抜き出した結

果,コーパス内 1,616 語（全体の 6.6%）が該当した．

そこで該当する医学用語に注釈をつけることで，不

明な発音に対する注意喚起を与える機能を実装した． 

4.2 類似文検索機能 

類似文検索機能は EWSS（6）を用いて検索結果やユ

ーザによる入力英文の類似文を提示し,ライティン

グスキル向上

を目指す .入力

文と英文書の

コーパス間で

類似度が計算

され降順に上

位 50 件が提示

される（例：図 3）.

データセットは元々

情報学・科学系のものであるため,MEESUS で使われ

ている文献を適応させ,医学専門用語に優先的に重

みづけを行うことで EMP 用に昇華させる． 

4.3 類似文検索機能に関するパイロット評価実験 

 某大学の情報系学部生・大学院生計 10 名に試用し

てもらい操作性や有効性に関するアンケートを実施

した．結果，ライティングスキル支援ツールとして

好意的な感想「英語文の書き換えにとても便利」「（自

動生成ではなく）実在する英文を提示するのが良い」

などが寄せられ，90％が本機能によりアカデミック

文書を書く難易度が減じると答えた（同じく実施し

た英文読み上げ機能については紙面の都合上割愛）． 

 

5. まとめ 

本研究では，現行のシステムで実験を行い, そこ

で得られたアンケート結果を分析し, 2 つの追加機

能の実装を行った. 英文読み上げ機能では, 正しい

発音を保証できない専門用語に注釈をつけることで, 

質の高いリスニングスキル支援の提供を行う. 類似

文検索機能では, 医学用語に重みづけを行い, より

医学に特化した類似文を提示することで, 専門性の

高いライティングスキル支援の提供を行う.パイロ

ット実験の結果を発表時に報告する予定である. 
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